
１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ △ 　 新任 有

2 社外取締役 ○ 　 △ 　 新任 有

3 社外取締役 ○ ○ 新任 有

4 社外監査役 ○ ○ 有

5 社外監査役 ○ ○ 有

6 社外監査役 ○ ○ 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明

1

2

3

4

5

6

高橋　尚男

曽和　信子

後藤　健一

三宅　惠司

該当状況についての説明（※４）

当社と取締役候補者西島悦子氏が2025年3月まで在籍しておりま
した㈱三井不動産商業マネジメントの親会社である三井不動産㈱
との取引実績は、当期連結売上高の１％未満であります。また、
三井不動産㈱の当期連結売上高に占める当社との取引金額の割合
は１％未満です。当社としては、三井不動産㈱および連結子会社
との取引は軽微であり、独立取締役として問題ない水準と認識し
ております。

当社と取締役候補者高橋尚男氏が2023年６月まで在籍しておりま
した本田技研工業㈱および連結子会社との取引実績は、当期連結
売上高の１％未満であります。また、本田技研工業㈱の当期連結
売上高に占める当社との取引金額の割合は１％未満です。当社と
しては、本田技研工業㈱および連結子会社との取引は軽微であ
り、独立取締役として問題ない水準と認識しております。

該当状況なし。

該当状況なし。

該当状況なし。

選任の理由（※５）

独 立 役 員 届 出 書

異動内容
本人の
同意

異動（予定）日

役員の属性（※２・３）

会社名

提出日 2025/5/30

独立役員届出書の
提出理由

番号

2025/6/24

コード株式会社ユー・エス・エス 4732

2025年６月24日に開催を予定する定時株主総会に社外役員の選任議案が付議さ
れるため

番号

西島悦子氏は、三井不動産商業マネジメント㈱にて、ららぽーとTOKYO-
BAYの運営責任者を経験し、大規模商業施設の施設管理、運営および人材マ
ネジメントに従事したのち三井不動産グループ初の女性執行役員に選任さ
れ、D&I企画部長に就任し、女性活躍推進やダイバーシティを現場で推進した
経験を有しております。その経験と実績から、当社においてもオークション
会場の施設運営の発展に貢献できる人材であるとともに、女性活躍推進およ
びダイバーシティ推進の領域で提言および助言をいただくことが期待でき、
当社と同氏との間に特別な利害関係はなく、一般株主との間に利益相反が生
じるおそれはないと判断し、独立役員として指定しております。

高橋尚男氏は、㈱本田技術研究所および本田技研工業㈱において、自動車の
開発業務や海外法人の経営に携わるなど、技術開発やグローバル企業の経営
についての豊富な経験を有しております。その経歴を通じて培った経営者と
しての経験・見識を、これからの自動車業界で予想されるEV・自動運転の普
及によって影響を受ける自動車流通分野で活かすことができるとともに、同
氏の経験・見識に基づいた客観的な立場での的確な提言および助言をいただ
くことが期待でき、当社と同氏との間に特別な利害関係はなく、一般株主と
の間に利益相反が生じるおそれはないと判断し、独立役員として指定してお
ります。

曽和信子氏は、日本アイ・ビー・エム㈱において、金融業界におけるシステ
ム構築のプロジェクトマネージャーとして活躍したのち、同社執行役員や子
会社の社長を経験し、DXを推し進めた企業経営に関与してまいりました。ま
た、大学の招へい教授として活動し、女性活躍推進やダイバーシティ推進に
関して積極的に啓発活動を行ってまいりました。その多岐にわたる豊富な経
験と知見を活かして、今後予定しているシステム投資だけでなく、AI、DX分
野における取組みなどについて提言および助言いただくことが期待でき、当
社と同氏との間に特別な利害関係はなく、一般株主との間に利益相反が生じ
るおそれはないと判断し、独立役員として指定しております。

後藤健一氏は、税務および財務に関する専門知識および行政機関の要職を歴
任された経験を有しておリ、中立的かつ客観的な視点から当社の経営を監
視・監督できるものと判断しました。当社と同氏との間に特別な利害関係は
なく、一般株主との間に利益相反が生じるおそれはないと判断し、独立役員
として指定しております。

三宅惠司氏は、公認会計士としての豊富な監査経験と財務および会計に関す
る専門的な知識を有しておリ、中立的かつ客観的な視点から当社の経営を監
視・監督できるものと判断しました。当社と同氏との間に特別な利害関係は
なく、一般株主との間に利益相反が生じるおそれはないと判断し、独立役員
として指定しております。

該当状況なし。 小川淳氏は、長年にわたる弁護士としての実務経験を通じて、法務およびリ
スクマネジメントに関する高度な専門知識と豊富な経験を有しております。
また愛知県弁護士会人権擁護委員会委員長や日本弁護士連合会副会長を歴任
し、女性の法曹志願者増加に向けた取組みなど、多様性・ダイバーシティに
関する見識も深めてまいりました。これらの経験と知見に基づき、同氏は中
立的かつ客観的な立場から当社の経営を的確に監視・監督していただけるも
のと判断しました。当社と同氏との間に特別な利害関係はなく、一般株主と
の間に利益相反が生じるおそれはないと判断し、独立役員として指定してお
ります。

社外取締役／
社外監査役

独立役員氏名

西島　悦子

小川　淳

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）
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４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h． 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k． 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。
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